
件 名 富士山八合目富士吉田市救護所の開設 問合せ 富士山課 内線 419 

内   容 

平成 14 年度より開設した富士山八合目富士吉田市救護所は、八合

目以上で多発する登山者の怪我や病気などの診療にあたっています。 

本年はコロナのあらゆる規制が緩和されたことや富士山が世界文化

遺産登録10周年となる節目の年であり、富士登山をしようという方が

増え、5月中に山小屋の予約がいっぱいになったとのことです。 

このようなことから、今夏は山小屋の予約ができなかった登山者など

による弾丸登山が増加し、そのことによる大きな事故が危惧されます。 

そこで本市は八合目救護所の期間を当初８月 28 日までとしていた

ところを９月 10 日まで延長することを決めました。本年においても

市立病院、山梨大学医学部附属病院をはじめ、県内外の医療関係者に

ご協力いただき、登山者の安心安全登山のため、八合目救護所を開設

します。 

場所■太子舘内(標高 3,100ｍ)に併設【診療所面積 14.29 ㎡】 

目的■登山者などの傷病に対する応急処置 ※診療費：無料 

診療科目■ 内科・外科の傷病に対する応急処置 

開設期間■ 7 月 15 日（土)～９月 10 日（日）計 58 日間 

従事体制■ 医師 1 人と看護師などの補助員 3 名（合計 4 名）を基本

として班編成を組み、3 日間のローテーションで従事す

る。※勤務については、無給ボランティアとして対応 

       班編成:29 班体制 

述べ人員：医師 37 人・補助員 80 人・準備撤収係 12 人 

 計 129 人 

【年度別受診者数】  ※令和２年度は新型コロナウイルスの影響により登山道閉鎖 

年 度 受診者数 一日平均 開設期間 

平成 14 年 355 人 9.59 人 37 日間 

15 年 317 人 8.56 人 37 日間 

16 年 347 人 9.38 人 37 日間 

17 年 295 人 7.56 人 39 日間 

18 年 424 人 9.42 人 45 日間 

19 年 450 人 10.46 人 45 日間 

20 年 502 人 12.87 人 39 日間 

21 年 451 人 11.56 人 39 日間 

22 年 460 人 10.95 人 42 日間 

23 年 398 人 9.48 人 42 日間 

24 年 420 人 9.54 人 44 日間 

25 年 384 人 9.14 人 42 日間 

26 年 270 人 7.50 人 36 日間 

27 年 295 人 7.56 人 39 日間 

28 年 323 人 7.88 人 41 日間 

29 年 426 人 10.39 人 41 日間 

30 年 358 人 8.7 人 41 日間 

令和元年 356 人 7.9 人 45 日間 

※２年     

３年 96 人 2.28 人 42 日間  

4 年 213 人 5.07 人 42 日間  
 

 


